
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 龍野東中学校生徒会執行部では、２年前の先輩方から校則の在り方について議論を重ねてきました。頭髪や

服装など学校の決まりの中で必要なもの、不必要なもの、なぜ必要なのか、なぜ必要でないのかなどを先生方

とともに話し合ってきました。その中にはジェンダーの視点から男女別の制服に疑問を持つ声や、防寒や暑さ

対策の観点から現状の校則について異議を唱えることもありました。 

中学校の取り組みとして、制服のデザインを変更するということで、本校でデザイン案を募集しました。生

徒会長などが案を提出し、それを基にいくつかのメーカーさんに学生服案を制作していただきました。女子生

徒でも履けるズボンや現在のスタイルとは違うデザインの案を９つ作ってくださいました。そして、制服改定

総選挙として、全国でも珍しい選挙投票によって９つの学生服案から一つに絞るという取り組みを行いまし

た。メーカーさんに本校まで見本の制服を持ってきてもらい、実際に手に取れる、見て判断できるようにして

いただきました。本校生徒・職員に加え、保護者の方々や小学六年生、六年生の保護者の方々など、約 1,200 名にオンライン投票していただき、

採用する制服案を決定いたしました。 

執行部ではその後、採用された制服案のボタンや校章を含めた細部、ブレザーの下に着る服、夏服のスタイルなどを先生方と一緒に検討しまし

た。ポケットの位置など、細かなところまで我々生徒の意見を取り入れて、新制服ができあがるということで、できあがりを楽しみにしています。

来年度の新入生より、新制服となる龍東生に注目してみてください。 

生徒会長 茂末歌子 

選挙をして選ぶことで、誰もが着たいと思えるような制服に決まったのではないかと思います。沢山の人に選んでもらえて嬉しかったです。つ

いに来年度から、みんなの願いが詰まった制服が着てもらえると思うと、ワクワクします。友だちの意見も踏まえながら、何日もかけて考えた

かいがありました。これから先、何十年もたくさんの人に愛される制服であってほしいです。 

 

 ギガスクール構想により、生徒に一人一台タブレット端末が貸与されたことで、タブレット端末の取り

扱いについて生徒のなかから問題点が上がることが増えました。そこで、学習に関することやギガスクー

ル構想に関することを取り扱うため、学芸委員会を設置しました。 

 先輩方が挙げた「たつひがタブレット 3 か条」を基本にタブレットの取り扱いについて、呼びかけを強

化しています。休み時間のタブレット使用が認められている龍野東中学校では、休み時間と授業中のメリ

ハリがついていない生徒が見受けられます。オンオフの切り替えをみんなでスムーズにできるようになるために、常に執行部が行っている授業開

始「3 分前着席」の放送で、「タブレットをしまう」という言葉が付け加えられ、各クラスの学芸委員が呼びかけを行うようにしています。よりよ

い学習生活のために生徒みんなで取り組んでいます。 

学芸委員長 玉越凪紗 

龍野東中学校では、タブレットを使った授業やテストが行われるなどタブレットの利用が活発になって

きました。すぐに調べ物が出来たり、共有出来たりと便利なところがある反面、生徒のタブレットの使い

方について新たな問題点が浮き彫りになってきました。それらの改善、タブレット端末の導入の目的の

再確認をし、よりよく活用できるように試行錯誤しながら活動していきたいと思っています。 
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たつの市立 

龍野東中学校 

一、相手の立場になって使おう 

二、丁寧な使用と管理を心がけよう 

三、時と場合を考えよう 


